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背景・目的：メタボリック症候群(MS)の有病率および循環器疾患（CVD）死亡は、日本

に比べて米国の方が高い。しかし両国における MS 有病率の差がどれほど CVD 死亡の差

を説明するかに関しては不明である。 

本研究の目的は、MS が CVD 過剰死亡に及ぼす影響を米国と日本とで比較することであ

る。 

 

方法：第三次《米》国民健康栄養調査(NHANESIII 対象者数 12,561 人）および NIPPON DATA

（対象者数 7453 人）とのデータを解析した。 

MS は以下の 5 項目のうち 3 つ以上を満たすものと定義した：肥満、血圧高値、HDL-コ

レステロール低値、 HbA1c（糖化ヘモグロビン）高値、中性脂肪高値。 

 

結果：米国では、追跡期間 13.8 年（中央値）のうちに 1683 例の CVD 死亡（11.75 例/1000

人年）が、日本では、追跡期間 15年（中央値）のうちに 369 例の CVD 死亡（3.56 例/1000

人年）が観察された。MS の年齢調整有病率は米国で 26.7％、日本で 19.3％であった。

MS の 5 項目のうち CVD 死亡の有意な危険因子であったのは、米国では肥満、血圧高値、

中性脂肪高値、HbA1c 高値、日本では血圧高値、HbA1c 高値であった。日本に比べた場

合の米国における循環器疾患過剰死亡のうち 13.4％が MS により、また 44％が MS およ

びベースラインにおける CVD 既往にて説明できた。 

 

結論：米国の CVD 死亡リスクが日本より高い点に関して、MS とベースラインの CVD 既

往により（ある程度）説明できることが本研究により初めて定量的に示された。 

 


